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Ｏ．Ｎさん（荒川区在勤）タイトル「光」

あけましておめでとうございます。
区民の皆様には、新春をお健やかにお迎えのこ

ととお慶び申し上げます。
昨年は、ブラジルで開催されたリオデジャネイ

ロオリンピック・パラリンピックで日本選手が活
躍し、日本中が大いに盛り上がりました。荒川区
でも、中学校防災部の「ジャパン・レジリエンス・
アワード（強靭化大賞）」グランプリ受賞やウィー
ン市ドナウシュタット区との友好都市提携２０周
年等、嬉しい出来事が数多くありました。

区議会においても全国各地から数多くの議会が

荒川区の先駆的な事業に関心を持ち視察に訪れま
した。区議会として、来訪した議会と交流を深め、
荒川区の素晴らしさを広く発信しました。また全
国でも実施している自治体が少ない、先進的な「通
年議会制」のもと活発な議会運営を行いました。

本年も区議会といたしましては、区民の皆様の
声を受け止めながら積極的な政策提言を行い区政
全般にわたり施策の充実を図ってまいります。

結びに、区民の皆様にとって本年が幸多い年と
なりますようお祈り申し上げ、新年の挨拶といた
します。 

議長 並木 一元 副議長 中村 尚郎 

新年のごあいさつ
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各会派新年の抱負
自由民主党

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
昨年１１月の区長選挙では、政策協定を結び推

薦した西川太一郎区長が４選を果たされました。
私たち自民党区議団は、「成功者が、従来の方法
を踏襲し続けると、いずれ必ず硬直化し、失敗を
招くこととなる。こうした『成功者の悲劇』を招
かぬよう、これからの行政においても、常に新し
い発想を持って行政運営を行うこと。」を基本理 
念として、西川区政を支え、山積する様々な重要
課題を解決するため、心耳を澄まし、より謙虚に、
より丁寧に様々な提言を行い、区民生活の向上を
進めてまいります。
【防災対策・防犯対策】

災害に強いまちづくりに向け、不燃化特区制度
や木造密集地域の改善を着実に進めるとともに、
地域防災計画の具体的な推進プランの策定や区独
自の空き家対策、全中学校に設置した「防災部」 
の活動促進等、ハード・ソフト両面から災害対策
の充実強化を図るとともに、防犯カメラの積極的
な普及支援を更に強化してまいります。
【健康・福祉・子育て支援及び教育】

私たち自民党区議団がＪＲに対して要望してい
たＪＲ日暮里駅北口西側へのエスカレーター設置
が、２０２０年までに実現します。また、今年の
３月には荒川区の将来的な財産となる「ゆいの森
あらかわ」が開館します。引き続き、区民の健康
と暮らしの安心、教育の充実等のため、地域包括
ケアシステムの確立、待機児童解消に向けた保育
定員の拡大と保育の質の向上、介護・保育の人材
確保支援、障がい者雇用の促進、放課後子ども総
合プランの全校実施等を進めてまいります。

私たち自民党区議団１４名は、荒川区の行財政
改革を主導し、縦割り行政の弊害をなくし、絶え
ず弱い立場の方々に思いを致し、幸福実感都市あ
らかわの実現に向けて、全力を尽くす決意です。

公　明　党
謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
昨年わが党は「希望が、ゆきわたる国へ」との

スローガンのもと、重点政策として ①景気に力強
さを ②若者や女性が活躍できる社会へ ③保育・
介護に安心できる社会へ ④防災・減災対策のさら
なる強化、以上の４点を掲げ、責任ある与党とし
て国民の側に立ち、現場第一主義に徹し政策を前
に推し進めてまいりました。

私たち公明党荒川区議会議員団は昨年９月、
１２３項目にわたる「平成２９年度予算に関する
要望書」を提出いたしました。

主なものを挙げてみますと
①公会計制度改革の推進
②子育て環境の改善と待機児問題解消策
③認知症予防・介護予防の充実
④五輪に向けたスポーツ・文化・芸術振興策

⑤防災対策の充実と地域防災力の強化
⑥受動喫煙防止対策の強化
⑦空き地・空き家対策の推進等々

本年も公明党区議団６名一致団結し、どこまで
も区民一人一人のため、どんな小さな声にも耳
を傾け寄り添ってまいります。そして、子どもた
ちが希望を持てる社会、区民の誰もがいつまでも
健康で安心して住み続けられる街づくり等、地域
の課題に全力で取り組んでまいります。

▲あらＢＯＳＡＩの様子

▲保育園の様子
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日本共産党
新年明けましておめでとうございます。
昨年は、参院選、新潟県知事選など安倍政権の

暴走政治に対決する野党と市民の共闘が国政でも
地方政治でも大きくひろがりました。安保法制＝
戦争法廃止、立憲主義破壊と明文改憲に反対する
国民の世論と運動が力となって発展しています。
また「アベノミクス」と増税・社会保障削減によっ
て実質賃金・家計消費も連続マイナス、区民の 
くらしは、深刻さを増しています。だからこそ区
民のくらしの防波堤としての荒川区政の役割が問
われています。共産党区議団は、憲法を守り、く
らしと区政のすみずみに生かす立場から、皆さん
にお約束した公約含め３９５項目の来年度予算要
望を提出。○住宅の耐震・不燃化など震災対策の
抜本的拡充○待機児ゼロへ保育園の増設と質の確
保○介護保険料、利用料の減額免除、高齢者福祉

拡充○地域密着型特養や小規模多機能などの増設
○義務教育無償に向け、教材や学校給食の公費負
担拡大○就学援助の基準緩和と入学準備金３月支
給○住宅リフォーム助成と公契約条例の制定…な
どの実現に力をつくします。

今年は、都政をめぐる政治戦もあります。住民
が主人公の新しい政治をつくるため、市民と野党
の共闘をさらに発展させ、希望を実現する歩みを
進めるため皆さんと力を合わせて頑張ります。

元気クラブ
世界が激動する新年、「生
きられる町、暮らせる政
治。」のために働き、国
にモノ申していきます。
あらかわ元気クラブ

斉藤ゆうこ

日本創新党
世界最長の縦糸を一貫し
て引き継ぐ奇跡の国日本。
その縦糸を守り引き継ぐ
ことが幸せの基盤である
と信じ、衆知を集めなが
ら区政に邁進します。

改革の会
　新年おめでとうござい
ます。東京女子医大東医
療センターの移転による
地域医療・地域経済の崩
壊を招かぬよう、地域の
安全・安心に努めます。

民進党・市民の会
新年のご挨拶を申し上げます。
一人一人がかけがいのない個人として尊重され、

多様性を認めつつ互いに支え合い、そして子ども
から高齢者まで「癒しの場と活躍の場のあるまち
荒川区」を目指し取り組んで参ります。

民進党・市民の会の竹内あきひろ、清水ひろし、
せのきよは「荒川区に住んでいて良かったと実感
できる区政」を目指します。
【福祉】認知症施策の更なる充実、介護予防拠点
の増設。ころばん体操の筋トレ版の普及、独居高
齢者見守り事業の拡大。
【子育て・教育】在宅育児支援、共働き世帯への
支援策の充実。学校トイレの洋式化、学校内部の

問題把握の為、公益通報制度の運用強化。
【防災】耐震診断、耐震改修の利用促進、避難場
所となる小中学校体育館の空調設備導入の検討。
【建設】空き家、集合住宅空き部屋の実態調査を
行い重要施策（子どもの居場所等）への取り組み 
強化。本年も誠心誠意頑張って参ります。

▲現行の体育館

▲区内の地域密着型介護老人福祉施設
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